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 みことばの分かち合いとは 
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今日お話したいこと 

   １．福音の分ち合いとは 

  ２．聖書研究会と分ち合いの違い 

  ３．み言葉の分ちあいの特長 

  ４．分ち合いで守るべき事 

  ５．聖書の構成 
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１．福音の分ち合いとは 

自分の生活を聖書に照らして、 

  感じたことを分かち合う 

（共感・共有） 
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 ２．聖書研究会と 

        分ち合いの違い 

      
聖書研究会 みことばの分ち合い 

 神について研究する 復活した主と直接出会う 

当時の言語・文化、意
味などについて研究 

みことばを通して 

主の現存を実感する 

解説書や専門家が必要 誰でも参加できる 

主について研究する 主を直接味わう 
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３．み言葉の分ち合いの特長 

      

     １．復活したキリストが中心 

       （１）キリストを招く 

       （２）主が働く、主の力 

       （３）いやし 

     ２．分ち合い 

     ３．自由な祈り 



４．分ち合いで守るべき事① 

（１）よく聴く人になりましょう。 

   分かち合いは、その人からの 

   贈り物と思って、祈りの心で 

   聴くようにしましょう。 

 

   聖書の解釈が正しいかどうかを 

   議論したり、助言や意見などを 

   言う場ではありません。 
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４．分かち合いで守るべき事② 

（２）自分が感じたことを分かち合いましょう。 

そのためにまず、自分の心によく聴く 

  必要があります。(沈黙の時間を大切に) 

 

解釈とか説明ではありません。 

告解ではありませんので注意ください。 
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４．分ち合いで守るべき事③ 

（３）いい話しをする必要はありません。 

強烈な体験談や感動的な分ち合いが出る
と、｢こんな体験はつまらない｣とか｢こんな
ことを言ってははずかしい｣と思って、発言
しなくなる人もいます。しかし、どんな体験
も感じ方もその人にとってかけがえのない
大切なものであることを尊重しましょう。 

ありのままを分かち合いましょう。 
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４．分ち合いで守るべき事④ 

（４）一人で話し過ぎないこと。 

限られた時間なので時間も分かち合い 

  ましょう。（３分以内を目標） 

自由に発言するといっても、あまり長々と 

  話す人がいると、他の人がおじけづいた 

  り、発言できなくなることがあります。 

進行係にとって、話させるよりも、話しを 

  とめることのほうが大切な役目です。 
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５．聖書の構成① 
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旧約聖書 

  （天地創造から 

      キリスト誕生の前迄） 
 

新約聖書 

  （キリスト誕生から終末迄） 



②旧約聖書の構成 

１．モーゼ５書（創世記、出エジプト記、 

         レビ記、民数記、申命記） 

２．歴史書（列王記、歴代誌、他） 

３．詩編 

４．預言書（イザヤ書、エレミヤ書、 

    エゼキエル書、ダニエル書、他） 

５．教訓書（箴言、コヘレトの言葉、シラ書） 
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③新約聖書の構成 

１．４福音書①マタイ ②マルコ 

        ③ルカ  ④ヨハネ 

２．使徒言行録 

３．パウロの１４の手紙 

４．すべてのキリスト者のための７つの手紙 

５．黙示録 
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